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第８回 新屋敷地区農村環境保全向上推進協議会 総会 於公民館 

早いもので、当新屋敷地区が、国の農地・

水・環境保全向上対策に取組み、集落の環

境保全を目的とした活動組織を立ち上げ丸

４年が経過しました。 

この間、多くの皆様方のご理解とご協力

の下、新屋敷地区の集落一丸となった活動

で、他の地区からも羨まれる成果を上げる

ことができました。このことは、ひとえに

皆様方の熱心な活動参加の賜物であり、深

く感謝を申し上げます。 

５年間の対策で、今年度が最終年となり

ます。先日、皆様にご承認いただきました

活動計画に基づき、事業を進めてまいりま

すので、皆様方の温かいご配慮をよろしく

お願いいたします。（代表） 

【12/12 第5回委員会】 

第５回委員会を開催し、10月以降の事業

経過の報告、1～3月の活動、23年度の活動

計画について話合いました。 

 

その後、「新屋敷の風景 フォトコンテス

ト」の審査を行いました。皆さんの力作に

点数をつけるのはなかなか難しく、役員も

非常に悩みましたが、金賞には野澤久雄さ

んの「麦収穫後の夏2010」が、銀賞には野

澤浩一郎さんの「夜桜と神明社」、銅賞には

野澤俊嗣さんの「枝垂れ桜とアズマダチ」

が選ばれました。入賞された方々の写真は、

公民館に展示してありますので、皆さんに

ぜひ、ご覧ください。 

【2/20 第6回委員会】 

第６回委員会を開催しました。代表の挨

拶の後、事務局より12月以降の事業経過・

22年度予算の執行状況について報告があり、

前回委員会に引き続き、23年度の活動計画

（案）と収支予算（案）を協議しました。 

その結果、事業の要件もあり、来年度に

おいても、本年度の活動を基本に、岸渡川

景観形成についても取り組んでいくことと

なりました。 

 

【3/5 鵜坂地区視察受入れ】 

婦中町鵜坂地区の２３名の皆さんが、新

屋敷地区の取組みを参考にしたいと視察に

みえられました。 

 

鈴木代表の挨拶に続いて、県知事表彰受

賞時の事例発表のビデオや協議会発行のた

よりを用い、事務局から新屋敷地区の活動

内容をパワーポイントで説明しました。 

質疑応答では、ヒメイワダレ草の植え方

や、住民の積極的な活動参加への取組み等

について質問がありました。 

 
鵜坂地区は婦中町のファボーレを含む小

学校区で農地・水・環境を取組む大きな地

区で、集落単位で活動を行うため、温度差

を埋めるのが大変だと役員さん方の本音が

チラリ。宮掃除を活用し、活動すること等

で、多くの人をバックに写真が撮れること、

そして、活動内容をたよりで広報すること

に関心を寄せていらっしゃいました。 

 

その後、北部苑前のヒメイワダレ草の植

栽箇所を案内しました。 

【3/20 宮掃除】 

 

 

春祭り前の宮掃除。草はまだ生えてはい

ませんが、杉葉が多くおちていました。 
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【3/20 総会】 

宮掃除の後、総会を開催しました。 

 

総会前に、フォトコンテストの受賞式が

行われました。金賞の野澤久雄さん、銀賞

の野澤浩一郎さん、銅賞の野澤俊嗣さんに

は、それぞれ砺波の名産品が賞品として贈

られました。 

引き続いて行われた総会では、協議会最

後の活動年度である平成23年度の活動計画

と予算を皆さんに協議いただき、全て原案

のとおり承認されました。 

 

【3/20 施設点検】 

 

 

昨年植えた球根の芽はでているかな。 

総会終了後、代表、副代表、各班長さん

と事務局が一緒に排水路や畦畔などの機能

点検を行いました。新屋敷地区の西半分を

回りました。草刈の軽減に植えたヒメイワ

ダレソウは成長が早く瞬く間に緑の絨毯に

変身しますが、排水路や用水路にも進入し、

時には土砂の堆積の要因にもなります。隣

接農地の所有者の方には、ご面倒でもカッ

トする等維持管理にご協力ください。 

 

 

 

【3/27 江浚い】 

しあわせ台の皆さんはダンプで搬出 

恒例の江浚いが、小雪の舞う寒いなか、

多くの方々の参加をいただき行われました。 

昨年暮れに草刈を実施した箇所はそれな

りに効果があったのですが、工事のための

減水の影響なのか、例年以上に泥が溜まっ

ており、なかなかの重労働で、大変でした。

（筋肉痛にならなければいいのですが・・。） 

 

1～2班関係者担当区域 

 

3～4班関係者担当区域 

 

1、3班関係者担当区域 

【1/16 （農）新屋敷営農組合が設立】 

 
これまで任意の協業組織だった営農組合

が、法人化しました。これからは、財産の

取得、利用権の設定等が行え、更なる経営

の強化が図られます。 

（お米の注文も承ります。ご注文は地元

の新屋敷営農組合へ） 

 

4/17 19：30 第１回委員会 

その他の活動は別途ご案内いたします。 

 

平成１９年、農地・水・環境保全向上対

策を皆さんと一緒に取組んで早５年目を迎

えます。今年が最終年となりますが、一生

懸命お世話をさせていただきますのでよろ

しくお願いします。（事務局・会計） 

協議会の今後の活動予定 


